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11ご利用になる
前に

本装置を安全に正しくご使用になるために必要な情報、本体および付属品などについて記載しています。
本体をセットアップする前に、必ずお読みください。

また、本文中の名称についてはユーザーズガイドの「各部の名称と機能」の項をご参照ください。
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<装置前面>

安全に取り扱うための注意を覚える
本装置を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。

警告ラベルについて

本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。これは本
装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラ
ベルをはがしたり、汚したりしないでください）。もしこのラベルが貼り付けられていない、
はがれかかっている、汚れているなどして判読できないときはお買い求めの販売店にご連絡
ください。

本製品に貼り付けられているラベルの位置を以下に示します。

オプションの取付け、取外し時は両方の電源プラグをコンセントから外してください。

THIS UNIT HAS TWO POWER SUPPLY CORDS. TO REDUCE THE RISK  OF ELECTRICAL SHOCK.
EXERCISE CAUTION WHEN WORKING IN THE UNIT WHEN ANY ONE POWER SUPPLY CORD
IS CONNECTED. TO FULLY DE-ENERGIZE UNIT. DISCONNECT BOTH POWER SUOOLY CORDS.

注　意
CAUTION

<装置背面>
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安全上のご注意

本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安
全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安全にかかわる表示について』の説明を
参照してください。

全般的な注意事項

警告 
人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない

本装置は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器、交通
管制設備や機器など、人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする
設備や機器などへの組み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図
されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結
果、人身事故、財産損害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

煙や異臭、異音がしたまま使用しない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源をOFFにして電源プラ
グをコンセントから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守
サービス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔やフロッピーディスクドライブ、光ディスクドライブのすきまから金属片
や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険があります。

注意 
海外で使用しない

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海外
で使用すると火災や感電の原因となります。

装置内に水や異物を入れない

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災
や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源をOFFに
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないでお買い求めの
販売店または保守サービス会社にご連絡ください。
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電源・電源コードに関する注意事項

警告 
ぬれた手で電源プラグを持たない

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがありま
す。

アース線をガス管につながない

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。

注意 
指定以外のコンセントに差し込まない

電源は指定された電圧、アース付きのコンセントをお使いください。指定以外の
電源を使うと火災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるよう
な場所には設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに接
続すると、コードが過熱して火災の原因となります。

クラス0Iのアース線付のACコードセットを使用する場合は、接地接続は必ず、電
源プラグを電源につなぐ前に行ってください。接地接続を外す場合は、必ず電源
プラグを電源から切り離してから行ってください。

たこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる
おそれがあります。

中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接
触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。

指定以外の電源コードを使わない

本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源
コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りく
ださい。

ⓦ コード部分を引っ張らない。 ⓦ 電源コードをはさまない。
ⓦ 電源コードを折り曲げない。 ⓦ 電源コードに薬品類をかけない。
ⓦ 電源コードをねじらない。 ⓦ 電源コードの上にものを載せない。
ⓦ 電源コードを束ねたまま使わない。
ⓦ 電源コードを改造・加工・修復しない。
ⓦ 電源コードをステープラ等で固定しない。
ⓦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源

コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保
守サービス会社にご連絡ください。）
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注意 
3極用の電源コンセント以外は使用しない

本装置に添付されている電源コードは第3のピン（アースピン）を持つ3極プラグが
装備されています。このプラグは、3極用の電源コンセントのみ使用できます。
それ以外の電源コンセントを使用すると、感電するおそれがあります。

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その
安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでくださ
い。火災や感電の原因となるおそれがあります。
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設置・移動・保管・接続に関する注意事項

注意 
指定以外の場所に設置しない

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ
い。火災の原因となるおそれがあります。

ⓦ ほこりの多い場所。
ⓦ 給湯器のそばなど湿気の多い場所。
ⓦ 直射日光が当たる場所。
ⓦ 不安定な場所。

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな
ど）の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に
腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれて
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障およ
び発煙・発火の原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いが
ある場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご相談ください。

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置やコネク
タを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続先を
誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守りくださ
い。

ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。
ⓦ ケーブルを踏まない。
ⓦ ケーブルの上にものを載せない。
ⓦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。
ⓦ 破損したケーブルを使用しない。

脱落防止のロックを無効にして使用しない

本装置の脱落防止のロックを取り外したりすることで無効にして使用しないでくだ
さい。装置が落下し、けがをするおそれがあります。
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お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項

警告 
自分で分解・修理・改造はしない

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理・改造を行ったりし
ないでください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の危険
があります。

光ディスクドライブの内部をのぞかない

光ディスクドライブはレーザーを使用しています。電源がONになっているとき
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー
光が目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません）。

リチウムバッテリを取り外さない

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付けられています。リチウムバッテリを
取り外さないでください。リチウムバッテリは火を近づけたり、水に浸けたりす
ると爆発するおそれがあります。

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分
で分解・交換・充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社
に連絡してください。

感電注意

本装置内蔵用オプションの交換は本装置が通電中の間に行うことができますが、
これらの作業は本書の説明に従って行ってください。作業中に本書で説明してい
ない装置内部の部品に触ると感電するおそれがあります。

本体のクリーニングの際は、本装置の電源をOFFにして電源プラグをコンセント
から抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても電源コードを接続したま
ま装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。また、電源プラグはときど
き抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがたまっ
たままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。

注意 
高温注意

本装置の電源をOFFにした直後は、内蔵型のハードディスクドライブなどをはじ
め装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたことを確認してから取り付
け/取り外しを行ってください。

中途半端に取り付けない

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取り付けてください。
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあ
ります。

コネクタカバーを取り付けずに使用しない

内蔵デバイスと接続していない電源ケーブルのコネクタにはコネクタカバーが取
り付けられています。使用しないコネクタにはコネクタカバーを取り付けてくだ
さい。コネクタカバーを取り付けずに使用すると、コネクタが内部の部品に接触
して火災や感電の原因となります。
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運用中の注意事項

注意 

ペットを近づけない

本装置にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部
に入って火災や感電の原因となります。

装置の上にものを載せない

落下してけがをするおそれがあり、また、機器の破損、火災の原因となるおそれ
があります。

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない

引き出したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。ま
た、トレーにぶつかりけがをするおそれがあります。

雷がなったら触らない

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源
プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないで
ください。火災や感電の原因となります。
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ラックマウントモデル(モデルR320a-E4/R320a-M4)
に関する注意事項

警告 
規格以外のラックで使用しない

本装置はEIA規格に適合した19型（インチ）ラックに取り付けて使用します。EIA
規格に適合していないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けずに使
用したりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けがや周
囲の破損の原因となることがあります。本装置を設置できるラックについては保
守サービス会社にお問い合わせください。

指定以外の場所で使用しない

本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ
さい。

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりで
なく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に
関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書または保守サービ
ス会社にお問い合わせください。

注意 
指を挟まない

ラックへの取り付け・取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな
いよう十分注意してください。

一人で搬送・設置をしない

ラックの搬送・設置は3人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の
破損の原因となります。特に高さのあるラック（44Uラックなど）はスタビライザ
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。必ず3人以上で
ラックを支えながら搬送・設置をしてください。

荷重が集中してしまうような設置はしない

ラック、および取り付けた装置の質量が一点に集中しないようスタビライザを取
り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れ
てけがをするおそれがあります。

一人で部品の取り付けをしない・ヒンジのピンを確認する

ラック用のドアやレールなどの部品は2人以上で取り付けてください。また、ド
アの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認し
てください。部品を落して破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあり
ます。

ラックが不安定な状態で装置をラックから引き出さない

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタビライザの
設置や耐震工事など）で引き出してください。ラックが倒れてけがをするおそれ
があります。

複数台の装置をラックから引き出した状態にしない

複数台の装置をラックから引き出すとラックが倒れてけがをするおそれがありま
す。装置は一度に1台ずつ引き出してください。
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注意 

定格電源を超える配線をしない

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回
路の定格負荷を超えないようにしてください。 なお、電気設備の設置や配線に
関しては、電源工事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。

動作中に装置をラックから引き出さない

本装置が動作しているときにラックから引き出したり、ラックから取り外したり
しないでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れ
てけがをするおそれがあります。
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箱の中身を確認する
本製品と付属品は専用の梱包箱に入っています。箱からそれぞれを取り出して点検します。梱包箱や余っ
た付属品は大切に保管してください。

注意 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、「安全に
取り扱うための注意を覚える」（1-2ページ）の説明をご覧ください。

一人で持ち上げない

付属品について

本製品の梱包箱の中には、本体以外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を
参照してすべてがそろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないも
のや損傷しているものがある場合は、お買い求めの販売店に連絡してください。

ⓦ 付属品はセットアップをするときやオプションの増設、本装置が故障したときに必要と
なりますので大切に保管してください。

ⓦ 付属品の「EXPRESSBUILDER」の構成品については、パッケージの中にある構成品表を
参照してください。

ⓦ オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録カードは、所定事項をご記入の
上、必ず投函してください。

ⓦ フロッピーディスクが添付されている場合は、ディスクのバックアップをとってくださ
い。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バックアップディス
クを使用してください。

ⓦ 付属のフロッピーディスクまたはDVDは、使用方法を誤るとお客様のシステム環境を変
更してしまうおそれがあります。使用についてご不明な点がある場合は、無理な操作を
せずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。

ⓦ 本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡
ししますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が
発生した場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証
書』および別冊のユーザーズガイドに記載している「保守サービスについて」をご覧くださ
い。
保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りのNECまたは保守サービス会
社に連絡してください。
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本体について

袋から取り出した本体について次の点を確認してください。

ⓦ 本体の背面に、製品の形式、SERIAL No.（号機番号）、定格、製造業者名、製造国が明記
された銘板が貼られています。販売店にお問い合わせする際にこの内容をお伝えくださ
い。また銘板の号機番号と保証書の保証番号が一致していませんと、装置が保証期間内
に故障した場合でも、保証を受けられないことがありますのでご確認ください。万一違
う場合は、お買い求めの販売店にご連絡ください。

ⓦ 標準構成品を購入した場合は、本体を設置する前に別途購入されたオプションのメモリ
やCPUを取り付けてください（別冊のユーザーズガイドを参照）。

ⓦ 「ビルド・トゥ・オーダー」でカスタム構成品を購入した場合は、「ビルド・トゥ・オー
ダー」で指定したオプション品が実装されていることを確認してください。

ⓦ Linuxやその他のソフトウェアのライセンスキーなどインストールモデルには本体に
Linuxオペレーティングシステムのプロダクトキーが記載されたIDラベルが貼りつけられ
ています。Linuxのセットアップや再インストール時に必ず必要な情報です。剥がしたり
汚したりしないよう注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった場
合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプロ
ダクトキーやその他ソフトウェアのライセンスキーなどの番号をメモし、他の添付品と
いっしょにメモを保管されることをお勧めします。

銘板
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装置の輸送について
本体およびオプションなどには、リチウム金属電池あるいはリチウムイオン電池を使用しています。
リチウム電池の輸送に関しては、航空・海上輸送規制が適用されますので本体およびオプションの航空
機、船舶等での輸送については、お買い求めの販売店、または保守サービス会社へお問い合わせくださ
い。
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